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Cylindrocladium sco_ραrzum 菌 l こ

関するこ，三の研究

1. はしがき

寺下隆喜代))

伊藤一雄(~)

筆者らは 1948 年 8 月，林業試を貴場tI~内首畑でJYt花J!，- - ヒ・ンがはげしい立桔症状をおこしているのを見

出したが， 1952 年 7 月，同じ場所でエニシダ、が全く同擦な病害をうけているのをみとめた3 これらの病

原休と考えられる商はいずれも同じような外観をしめしていた

さらに 1953 年 11 月および 1954 年 9 月には宮崎雫で，また 1954 年 6 月には毘児 !1f，\畏でユーカリに

立枯病が発生し，筆者らが病名の~t定を依I煩されたが，いずれにも上 'êの実花ルーピンおよびエニシダの

場合と同じような習が多数分敵されたっこれらの菌は交互接種の倍果，互に病原'1生を示し，なおその形態

的性質かそコ不完全菌類の Cylindrocladium sco�arium 1\1けBGλX と同定することができた、

ヲド首による被害l巧ザEル{ピンの場合，店員殺:本数 9 ， 000:本中の 90 %におよび，種子ーを形成した絹物体

は 1%にも達しないほどであった。エニシダ、の場合も宿主主面積の約半分が擢病していたコ鹿児島県でユー

カリに発生したものは，岡県川畑按師の通信によると，被告本数約 4 万， 1毎雨直後fj守勢が，台、にひるがった

ということである 3 そのほか，接種実哉の結果によるとこの菌の寄主笥周は!よく， 30 余種の縞物に病原

'i" lーをあらわし，いったん発病すれば相当な彼害をおよぼすことがわかった3

筆者らは 1952 年以降，マド菌の生理的性質，病原性，防除法などに関する研究を行ったのでここにその

実験結果を刊!?っする

本研究をおこなうにあたり L、ろいろ有益な彼教示をいただL 、た茨城大学長学部秘主ii義教授にTニL 、し疾く

謝意を表し，あわせて研究中終始懇切な御指導と御型車援をいただいた林業試験場保護部長今関ブ:也按J{~f , 

同部樹病科長永井行犬按宵およびさしえの作成に御協力いただいた同部中川ìfî犬技官の諸氏に対してめつ

く御礼申しあげる

2. 本菌による病徴

本菌による被害は 6 月方=ら 10 月ころまでの割合気温の高い涛君主に多いようである 3 筆者らが観察した

病状を寄主別に記すと次のようであるコ

a. 黄花ルーヒ固ンの場合

喜主，葉，爽などがおかされるが，茎で l土地際!こ近い部分が福色に::2り，地上 40cm以上の部分でも禄色

(1) 保護都宮病研究室員

(2) 釜淵分場長・元保護部宮病研究室長・農学博士
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Table 1. 各種寄主あるいは'j工天地益法上に形成された分生胞子の大きさ

Dimensions of coロidia of C. scoρarium on various hosts 01" culture mョdia.

長さ(平均) !巾(平均) I 測定数|寄主あるいは土地本 附現
Cength(aver.) I Width (aver.) I Total , Host or medium Note 

(μ( I 0 0 L 7/μ) エニシダ l 自然発病
36~72 い2)13M7(斗 2) 1∞ COn1mon broom Natu叫 1向tion

エニシダからの系統の接種結果
Inoculation with the strain , isol3.ted 
frOl立 commo口 broolll.

同
do 50~72 (58) 3.8~4.8(4.3) 100 

同 1 1主花ノレーヒ・ンからの系統の接種結果
do Inoculation with the yelIow Iupin 
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玉II 花ノレーピン 自然発病
YelIow lupin Natural infection. 20 

主主花ノレーヒ・ンからの系統の接種結果
Inoculation with the yelIow lupin 
strai口

耳
H
4
0

にμ
dユ8~60 (50) I :J .4~4.8(4.3) 100 

エニシ夕、刀 a らの系統の接種結保
Inoculation with the common broom 
strain. 

司
由

36~60 (48) 2. 4~ち .3(4. ふ) 100 

ω~77 (60) 13.4~7 .2(6.0) 

'16~62 (ω(3M 仰の

エニシダからの系統の接種結果
Inoculation with the commoロ broom
strain. 

カラマツ

Japa口ese lal"ch 
100 

同 I"'-~ カりからの系統の段種結果
do I Inocu凶on with 巾 blue gum strain. 50 

エニシダからの系統の接種結果
Inoculation with the common broom 
strain. 

38~60 (49) I 3.8~4. 巴 (4.3) 100 ハブ

rose 

}!ll花ノレーピンからの系伐の接種結果
Iロoculatioロ with the yellow lupin 
striain. 

38~óO (51) 3.8~4.8(4.3) 100 同
do 

'¥ c:r¥ チヤガヤツリ ユーカりからの系統の接種倍果
41~58 (54) 4.8~'5 .8(4.8) 50 ';_.~'_._:: ~'.__~__::_.~ 
|ノ | Cyþrus americus ! Inoculation with the 1コ lue gUI1l strain 

ト50(43)[4 目的 8〕 50Fぷぷr z 
aestivalis 

各 50
respecｭ
tively 

ユーカリの 14種
14 speci巴S of 

Eucalyttus 

l司
do 

31........../4 

つn エニシダ買í~汁祭実 =ニシダからの系統の培養倍呆
ザ common broom Inoculation with the common broom 

decoc.'agar str旦in.

43~55 (50) I ふ 8~4.8C4.8)

込o 警泊寒天
i SAI'l'O'呂田y-agar

5 I ホプキンス氏寒天
Hol'KISs-ag旦T

|ブイヨ ν 寒天
10 Buillon-agar 

山…~叫刊4“6 凶 |ド3 … Q 

引…~吋叩5印D 同ト…M
-ω卜山仏

同
do 

同
do 

日j
do 
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化がみられることがある、三のような歪色部は一面にひろがることも，とびとびにできることもあるが，

古くなると少し円陥する。奨では円形または搾円形の褐色の斑紋あるいは不規則なブヴr;の;ftI紋ができるつ

枯死した築制付着f~í も潟獲することがあるつ被告を受けた植物体は斐色部が茎を完全にとりまいてもなお

しばらく生きている ο しかし病状がすすむと， 褐斐部に白色粉状の分生胞子がかたまり状に多数形成さ

れ，被告植物休は下カ t らしだL 、に枯れ，乾国するようになる c 根がおかされることはすくない (Plate 1; 

A , B, C, D)。

b. エニシグの場合

業花ルヒ。ンにおける場合じまとんど同様で，根以外の各部分がおかされ，病斑はあざやかな掲色を示

す。芸では被害l土地際部に多く，茎全体が帯状にとりかこまれたり，とびとび Jこ長惰円形に病斑があらわ

れたりする。病状がすすめば病斑上に亀裂を生じ，凹陥し，多数の分生胞子が白粉状に形成されるで病勢

のすすみ方のはげしい場合は，~色をおこしてから 3 日ないし 1 迫間ぐらいで分生胞子が形成される「被

害は発見5直後の子百から高さ 80cm ぐらいまでの縞物休におよび，はげしくおカミされたものはもちろん枯

死するが，被告の少ないものでも成育がおとろえ形が窓くなる (Plate 2; A, B, C) 

c. ユ{カリの場合

ユーカリ腐の多くの樹種が本商にお方通され奨，茎などに彼告があらわれるが，種子もお力、され発芽がで

きなくなったり， 発芽直後の子商が腰折状の立枯をおこしたりすることもある戸 (Plate 2; F) 病状は上

記の 2 つの場合とほとんど同様であるが，業が老化している場合には，病致Tが角;ftf紋に終ることも多い

本商はユーカリの子首にとっておそるべき病原菌のーっといえる

Text.fig. 1 Conidiophores and 

conidia of C. scoparium. 

(C. sco戸aru仰の分生子積および

分生胞子〉

3. 本菌の形態

病斑上に形成された白粉状の分生}]恒三の力イこまりを針・でかきとっ

て水滴上におくと，あたかもとけるように分以する。検鈍すれば長

惰円形，両端鈍珂，隔膜 1 っとし、う特徴的な形態の分生胞子が多数

みとめられるコ分生11包子は無色あるいは灰白色で内部に多くの泊滴

状の恒子をふくんでいる 先制になっていることも隔膜を府とする

両方の細胞の巾がカなり異なっていることもあるC 隔膜の数もまれ

には 2 つあるいはそれ以上ある〆各種の寄主あるいは培養来上に形

成された分生胞子の大きさは 31~77 x2 .4~7.2μ で，寒天培養基

上の菌;会中にも形成されるが，この場合梢物休上に形成される場合

よりも多少ノj、さい (Table 1) こ

分生子授は 40μ ぐらいの高さまで寄主表面からまっすぐ出たの

ち， 2 ・ 3 回， 2 叉， 2 叉と分れ各末端iこ 2 つずつ小柄 (Phialides)

を形成する。各小柄には分生胞子が 1 つずつ形成されるつ

4. 本菌の分離

本菌は分生胞子の単胞あるいは病患部の組識から容易に分擁することができると

馬鈴薯寒天培養基上では，菌糸ははじめ白色綿毛状で旺盛な気中菌芽、の発育iこよってほぼ半球形にも
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10μ 

Text.fig. 2 Hyphae of C. 

scoparium on potato agar. 

(馬鈴薯空事実上菌糸〉
A: Young hypha(若い菌糸〉

B: Mature hypha(古い菌糸〉

林業試!技場研究報庁第 87 号

10μ 

り上ってし、る ο 老化するにつ

れて的益基中に白径 O.5m別

内外の裕色の菌1刻条休

Text.fig. 3 Sclerotial bodies of C. sco戸arium

on potato sucrose.agar. 

(馬鈴薯寒天上に形成された菌核様体〉

(Sclerotial body) を多数形成する、南核様休は菌糸細胞がふくれ，膜が厚くなり，濃く菅色し，かたま

り状に増殖したものである J 筆者らは BOEDTJ~ & REI刊訂λ3) に従って商{刻表休としたが，研究者もこよっ

ては菌後1のあるいは微小菌核 (Microsclerotium) 1:1) などともよばれている。

ある積の色素を分泌し執委);~をクリ色に染める 気中菌糸がし、わゆる sector を形成することもある

寒天培貨基上の|菌糸は太さ 2~10μ，老化するにつれてうすい柄色に菅色する、

黄花}L- ~ヒ・ン，エニシダ、およびユ{カリカ、ら分離した 3 つの菌系は外 II'fH.ほとんど差がなく，各苗系の

交互接種によっても互に清原性をみとめることができたくTable 2)υ 

Table 2. C. sco戸arium の 3 菌系の交互接種結'*

Result of cross inoculation test with 3 strains of C. scopaァium.

接的物菌系 FU33刻ユーカりからの系統 よ;心iJ1i12E2I1l )時L-~ヒ・ンからの系統
Imculated plant 1suam fmm blue gum broomlSt凶n from yellow lupin 

ユーカリ
blue gu~' + + + 

二m二onZr041+ ++  

支花ルーピシ 1 

yellow lupin -, 
十 十

十 possitive pathogenicity. 病原性を示したもの

5. 本菌の生理的性質

丘.菌糸の発育におよぼす各種寒天培養基の影響

エニシ〆および寅花ル{ピンから分離された 2 系統を 10 種の寒天培養基上で培養し，発育状態をくら
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Table 3. 菌糸の発育i二およぽす各種寒天培養基の影響

Effect of various culture media on th巴 mycelial growth of 

C. scoρ'arium (aver. of 3 replicates, at 25' C). 

:f:.;'~: 養 Jj:.;j 要

| 菌叢直径
基 I.._~ Diameter of ∞10口y (刑判

1 武花ノレーピンから
ニシダからの系~dEi

の系統 Strain from Strain from ~..~." .., 
yellow lupin common Droom 

Medium 

醤 fr]J寒天 l 
SAr:'J'O'S soy-agar 

麦 :f 寒天
Malt-agar 

，馬鈴薯寒天 i 
Potato-sucrose-agar 1 

エニシダ煎汁匁天 | 
Common broom 
decoc.-agar 

ホプキンス氏匁ヲミ l 
HOPKJXR-agar 

キュリー氏液寒天
CUlUlTE'S so!.-agar 

プイヨン宋天
Buillon-agar 

ワックスマン氏寒天 l
W A K~}[AX -agar 

土域煎汁寒天
Soil decoc.-agar 

2 ~6 プドウ腕寒天 | 

2%glucose-agar 

74 77 

78 81 

73 77 

69 71 

76 78 

52 54 

59 59 

Note 

l 綿を状の菌叢形成分生胞子形成
Fluffy cottony colony ， αmidia are 

I formed. 

同
do 

同
do 

i可
do 

60 

|司
do 

!最も密な菌主主形成，クリーム色，分牛』包
|子形成
! Thickest ∞lony， cream colored, 
I conidia are formed. 

キュリー氏液寒天につぐ密な菌叢形成，
淡クリ{ム色，分生胞子形成
Thick colony next to CUlwn;'~ so!.ｭ
agar, light-cream colored, conidia are 
formed. 

まばらな菌叢形成，分生胞子形成されない
Poor, sparse colony, conidia are not 
formed_ 

61 

68 

74 

72 
可
リ

O
→
ヨ
リ

O

R
F司
d
t
F
，

d
78 

べたがその結果は Table 3 のようである。すなわち， 2 ~óブドウ糖寒天， WAKP)L\X 氏う堅実，士j!i~煎

汁51!.!天などでは菌糸がきわめてうすく貧弱で域主主基:失面をはしるよう tこのびていたはかはだいたい良好な

発育をしめし，密な菌叢，旺lifl:な気中菌糸を形成した CUIWIE 氏液寒天では菌叢直径はもっとも小さ

かったがもっとも密なのび方をしめした。移îili後 l .ìhll 11司 ~lO 日をへた菌設には分生胞子庁、多少形成された

が，発育のわるい 2%プドウ糖寒天， W.IIびMA:\ 氏発ヲ乙士写~Nn汁寒天などでは形成されなカ aった

b. 菌糸の発育におよぼす温度の影響

Table 4_ 菌糸の発育におよぼす温度の影響

Effect of temperatures on the mycelial growth of C. scoρarium 

(aver. of 3 rモplicates)_

l 菌叢直径 菌叢直径
温度|一一 Di型己t竺 of主坐笠盟主L 一一温度 坦坐r of旦竺y_ (mm)
Temp. :黄花ルーピンからの系統lエニシダからの系統 Temp. 黄花ルーピンからの系統1"'- ニシ〆からの系統
(0 C) I Strain from yellow I Strain from C C) Strain from yellow I Strain from 

i lupin common broom lupin common broom 

0~5 I ーキ ーネ 22 67 69 
6~8 ー* --* 25 73 77 
10~13 16 13 28 51 62 

15 31 31 30 37 45 
18 44 42 33 --*• J 
20 55 60 35 ー* ーキ

* No growth. 発育しないもの
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jを花ノレ{ゼンおよびエニシダヵ、ら分離した 2 系統を用い，各種の温度で， 2 ~ó しょ糖加fH馬鈴薯寒天培

養基に発育させたがその結果は Table 4 のようである。すなわち，菌糸の発育範囲は1O~30 C で， 1自

温は 250 C 内外である 2 系統聞にはほとんど差はないが，エニシダから分離した系統は低温l~ilでは貰花

ルーヒ。ン系統より多少発育がわるかったコしかし 200 C以上では逆にややよくなっていた〔

c. 菌糸の発育に及ぼす ρH の影響

馬鈴薯寒天の戸H を HCl ， NュOH の lN 溶液で規正し，各種 ρH における発育をしらべたが，その

結果は Table 5 のようである。このような実験方法ではいずれの戸H においてもだしイこし、良好な発育

を示した。

Table 5. 菌糸の発育におよ (iす戸H の影料

Effect of hydrog巴n.ion concentrations on the mycelial growth of 

C. scoρariutn (aver. of 3 replicates at 250 C). 

菌議直径 菌議直径
Diameter of colony (例閣) Diameter of colony (mm) 

ﾞH 黄花ノレーピンから 11)蚕続三ニシダ瓦百万宗玩 戸H! 貨花ノレーピンからの系続雨Jシ〆からの糸統
Strain from yellow Strain from ; Strain from yellow I Strai口 from
lupin common broom I lupin common broom 

3.0 
4.0 

4.8~5 

6.0 

'
O
F
D
R
U
只
》

民
d
7
J
勺J
4
7
4
4

6

7

J

R

J

8

 

只
u
マJ
a

「/
6
7
r

6.5~凸 .8'

7.5~7.81 
8.5~8.71 

9.0~9.21 

9
1
0
9
 

7
4
Q
U
只
》
『
J

Q
U
Q
υ
Q
U
K
J
V
 

7
6
7
J
7
J
7
2
 

d. 分生胞子の発T・速度

発芽可能な分生胞子は同端あるいは---Ji!ffiから隔膜をもった発?~y管をのばす"まれに横腹から発芽管を出

すこともある (Text.fig. 4) 、 しかし発芽性には個体差

が大きいようで，発芽のきわめて容易なものと全く発芽

しないものがあり，同ーの条件で発見三実験を行つでも斉

ーな発穿率を得られないことが多かったz

発芽皮の一例として 1952 年 8 月，室温において水滴

上て、発芽させた 1 胞子は Table 6 のような結果を示し

たc完熟な胞子であるならば発芽速度ははやいといえるつ

10μ 

Text.fig. 4 Germinating conidia of 

C. sco争且γium.
(分生胞子の発芽〉

Table 6. zkln:fi上における C. scoρarium の

分生胞子の発芽速度

An example for growth velocity of 

germ.tube from single conidium of 

C. scoρarium (Sep. 13~14 '54, for 

24 hrs. in distilled water). 

経適時間I I 発芽管長
Period lapsed (hour) I Le口gth of germ-tube (μ) 

1~2 

3 

4 

7 

24 

2.4 

7.2 

14.4 

180.0 

1080.0 
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e. 分生胞子の発~，におよぼす温度の影響

Slide-glass 上の蒸溜水に分生胞子を浮かべ，各温度における 24 時間後の発芽率を調べたが，その結

果は Table 7 のようであるさ分生胞子の発穿限界は低温部 9~150 C の聞に，高温部 31~360 C の聞に

あると考えられ，最適温度は 25C C 内外である。

Table 7. 分生胞子の発芽におよぼす温度の影響

Eff巴ct of various temperatures on the germination of conidia of 

C. scoρarium (aver. of 3 replicates). 

混 戸 l 発 芽 率 i 最大発芽管長 11 温 度発.芥 率|最大喜住管長
Temp. 〔℃〕 |GErn巾atioロ I Max. le昭~~，?~ [1 T:Up. (O'C) Ger~!~:~~~~~~ ~:~.:__l:~~:~.?f perc巴ロtag己 i g竺f写l-tube (μ ) .L C:;U l.V. ¥_ '-') perce口白ge I germ-tub~èμ〉

3~9 * ー一ー* 26 

15 54 570 28 

20 78 560 31 

22 84 870 36 

24 82 810 40 

92 1625 

74 )625 

89 940 

一一ーホ ーーーキ

←ー* -* 

ド Scarcely any g己rminatioローほとんど発芽しないもの

f 分自JJ包子の発~二におよぼす戸H の影響

温度実放の場合同検， slid巴-glass 上の蒸溜水滴に分生胞子を浮かべ， 250 C で 24日寺f1日後の発芽率をし

らべ7こc その結果は Table 8 のようである。 ρH の規正は ÞH 2.2~7.0 を Mc 11λ ，\INE の方法により，

1 l\IfTm.I;I)_~" ， ( 1 l\/f"rm::f;r.,r.,., 1 l¥1J ~T~rl ¥ ，..，...._ ~/B ^ )-.... ρ'H 8~9 をよ M1刺股と( ，~~ M羽目酸+一一M NaCl) の z昆合によって千丁ったり前にのべた菌糸におよぼ¥ 20 ".，~. 20 } 

すþH の影響では国系はアルカリ側でもよく発達したが，本実験では分生胞子は 3 ITjJのくり返しによって

も，戸'H 8 以上でははとんど発芽しなかった、しかし ρH3 では 90% 以上の発~~::率をしめし最適 pH は

5 付近て、あった

Tabl巴 8. 分生胞子の発芽におよぼすρH の影響

Effect of hydrog巴口 ion co口centrations on the g号rminatio口口f

co口idia of C. scoρarium (aver. of 3 replicates, at 25' C). 

2.2 

3.0 

発芽率
Germination percentage 

58 

�H  

4.0 

1

1

6

 

9

9

9

 

6.0 

7.0 

8.0 

9. 。

発~，率
Germination p巴rcentage

92 

24 

βH 

、υ

5.0 斗g

* No germinatio口.発~:しないもの

g. 分生胞子の発芽におよぼす空気湿度の影響

乾いた slide glass 上に寄主植物体から分生胞子をかきおとし， 100 , 98 , 96 および 94 %の!?~気湿度

iニ調節した/J、箱中にさかさにおき， 25 C で 24 時間後および 72 時間後の発芽率をしらベた〉空気湿度

の調節司は STEVENSlJ)がのべた方法に準じ ， 10X8x4cm 内容の染色びんに所要濃度の H，SO，を 150cc

ずつ入れ密封した slid巴 glass 上で分生胞子が一つ一つ分散せず発芽管もからみあって正確なデータは

とれなかったが， 24 時間後では 98 %以上の， 72 時間後では 94 %以上の空気湿度で発芽した その結

果は Table 9 にしめすとおりであるご
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Table 9. 分生胞子の発芽におよばす空気温度の影響

Effect of relative humidity on the germination of conidia 

。f C. sco戸arium (aver. of 2 replicates, at 250 C). 

空気許IP..皮
Relative humidity 

発:tJ'性
Germination 

24 111'. 72 hに

100 

98 

96 

94 

十+ (1O~50%) 

+ (1~ω?の
+
+
 

+
+
十
+

6. 病原性および寄主範囲

1':1-主主菌糸をかるくすり砕き蒸潟水にうかべ植物体にふきつけーる方法によって接種した結果では本選lの寄

主鶴岡:土きわめて広く，マメ科，バラ科，テンニンクワ科，カヤツ 1) グサ科およびマツ科の 5 科の28種に

わたり病原性をしめした J いずれの場合においても大体病徴は同じで，まず褐色の斑点があらわれ， P;第

に拡大し円形，楕用形あるいは不整形の斑紋となる c 茎あるいは校などでは胴枯症状を呈する。接種後は

やいものでは 3 日くらいで分生胞子が形成される c Bell.jar を長い1mかぶせたものでは植物体全面に白色

純状の菌糸がひろがり，病勢の進展も非常にはやいごしかし，接種後乾燥した場所においたり， Bell-jalー

をはやく取り除し、た場合などでは病勢はあまり進展しない〉接種日古物中病王涯をあらわし分生)J包子を形成し

たものを擢病'1生とみなしたが，その主なものは Table 10 のようである η

Table 10. 各種植物に対する C. scoρarium の接種結果

Result of inoculation tests to various plants with C. scoρarium. 

催病性
Susceptibil ity 科

Family 

接種 NI 物
Inoculated plants 

種
Species 

i ダ、イズ，インゲンマメ，エンドウ，シロヅメクーす，ニセアカシ弓，

マ ' 王ミ 7・カシヤモリシマ，ネムノキ，円ギ， メドハギ
ノ、 小心ヰド

Leguminosae Glycine 11伽， Do 
1 Triforパium叩2 陀ρe目s ， Robinia 戸seudoaccacia， Accacia M ollisimα， 

I Albizzia Julib円ssin ， Lesρedeza bicolor var. jaρonica， L. cericea 

揺病したものペ ラ 科|ノイバラ，オランダイチゴ，ノウゴウイチゴ

Possitive Rosaceae 
Rosa multiflom 

Fγagariα chiloensis vaJτ.α乱邸沼ssa， F. linumaι 

カヤツリグサ科 チヤガヤツリ，コアゼテンツキ

Cyperaceae Cy戸erus amuricus , Fimbristylis aestivalis 

|ユ戸カリ院の 14 種

テンニンクワ科 lEHcolyptmcityJodora， E.coccifem， E・ coreaceae ， E. gigantea , 

My巾ceae I E. gunni , E. longifolia, E.obliqua, E. resinifera, E・ robusta，
I E. reg即日s ， E. salig仰， E. tereti co仰の ， E.. vi附i仰lis

マ ヅ 科カラマヅ

Pinaceae L'arix leJうtoleρis
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濯 J向性|
Susceptibility I 科

Family 

モノ 科イ 千三

接種キ1([ 物
Inoculated plants 

種
Species 

疑がわしかった ホ
もの
Doubtful Gramineae Oryza sativa 

握手;しなかった|ホ モ ノ 科|スズメノテツポウ，オヒシパ，メヒシパ

なgzt1YE ¥ Gτami'目前 1 Alo仰lt応出qual丸 Elezκine indi叫 Digitα:ria c伽is

For nomenclature of L巴guminosae， Pinaceae and Gramineae, T. MAKI);O'f( "Illustrated Flora 

of ]apan (in Japanese)" was consulted; for Rosaceae and Cyperaceae , ]. 0工、“Flora of ]apan 

(in ]apal1ese)"; for Myrtaceae , M. A. THりup' p.“The Silviculture of Indial1 Trees." 

ホモノ科ÎI占物のイネ(農林20号〉では，初色ほぼ円形，周縁がこく着色した小'1内手涯を多数形成したが，

分生胞子の形成はみとめられなカ沿った=同科j荷物のメヒシパ，オヒシパ，スズメノテヅポウでは病原性を

しめさなかった (Plate 2, D , E , F) 

7. 菌糸の発育におよぼすボルドー液およびウスプJしン水溶液の影響

ペトリ皿rl"の馬鈴薯寒突に培養した菌叢を 4 mnz" 角に切り， 7 時間， 2 斗~1 石式等量ボルド{液およ

ー 1_~ーユーウスプルン 7kìf~f夜にひたし，この処理後新鮮な馬鈴薯寒天に移梢した。 Control には殺菌
500 4000 

蒸溜水中に 7 1lc)f間漬けた@f糸片を用いたc25υC で 1 週間培養し菌糸の発育をしらべたがその結糸は Table

、。ゐ 1 1 
11 のようである すなわち本菌菌糸は 2 斗~1 石式の手量ボルト{汲あるいい一一~ ウスプン水

W汗夜で発育を全くおさえられた

8. 本菌の同定および考察

Cylindrocladium 属は MOl:G

が創設したがその Type (土マメ科の

Gleiditischia triacanthos のさやに見

出された C. scoρarium MOll.Gλ); で

あるつ MOlWλK山によれば Cylindro.

cladium H支は分生子梗が分岐してホー

ク状または 3 叉状となりその光端に円

筒形，隔膜 1 つの分生胞子を形成す

る.~ C;. SCOlりarium では分生胞子の大

きさは 40~50x3~4μ である c

!VIOI(GXN 101 以来 MA P-SEY" をはじ

め，欧米では本菌および本菌に近い菌

のM<Jrがかなり行なわれてきた;jつが

国ではi竜元12)がパラの裾枯病菌とし

て C. scoρ'arium を紹介し，松浦si が

500 4000 

Table 11. 菌糸の発育におよぼすボノレド{液および

ウスプルン水溶液の;影科 (2 回平均)

Effect of various concel1tratiol1s of Bordeaux 

mixture and Uspulun solution 0口 the mycelial 

growth of C. scoparium (aver. of 2 replicates, 

at 25" C). 

殺菌剤 l 濃 度|菌議直径
Fungicide COl1cel1trポion Diam伽・ of colol1Y 

ボル 1.' ー液|

Bordeaux mix. 

ウスプノレン

Uspulun so!. I 

Control 

2斗式(l~1~10)

4 グ (l ~1~20) 

6 グ (l ~1~30) 

8 グ (l ~1~40) 

l石式(l~1~50)

1/500 

1/1000 

1/1500 

1/2000 

1/3000 

1/4000 

。

* No growth. ほとんど発育しないもの

* 
;~ 

ーー*

一一*

ネ

一ーネ

ーーネ

* 
一一*

-* 
宇一ー*

81 
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Cylindrocladium sp. によるイネの綱斑病， ルーピンの立枯病に関する附究を報iii した。 最近 Java の

Buitenzorg の BOImr.r:-; & REl'l' S)[.\:n は Cylindrocladium 属をまとめた研究を報;号したが，同氏らは

分類の主な基準を分生胞子の大きさ，形，隔膜数などにおき， Canderospora)，去をも本属に入れて 7 種に

分けた。この分;裂によれば C. scoparium は隔膜 1，大きさ 50~58x5~6μ ， 大体まっすぐな形をした

分生胞子をもつものとしている、そして従来の Cylindrocladium 戸ithecol obi i および Di戸locladium

cylindrosρoriu仰を本菌と同ーのものとみなした。 一方本惑に近い種として C.ρ'arvum， C. Clげvatum ，

C. 11ωcrosρOYi I仰を記載したが， C. 仰rvum の分生胞子は小さく(l5~21X2~3μ) ， C. Clt l仙JllJ/l の分

生胞子は弧状に由っており， C. ;nαcros戸01'印刷のそれは大きく (60~131x 4.5~6μ) それぞれ C. sco. 

ραrium と異なっている、

筆者らは友花ノレ{ピン，エニシ夕、、およひ、ユーカリから分離した菌が形態上，生理的性質上，病原性なと

から同じ菌であるとみなしてよいことを明らかにしたが，これらの菌の形態は MOHGλ~lO) ， M.\S;:;EY';) , 

BOEDtJX & R町四)[日などの芯殺する C. scoρanum とかなりよく一致し，寄主についても Cox" ，

AIWUllA 1), JA UUH'" などの ifi台する C. scoβarium に一致している。したがって C. sco仰向仰 MOl:GλX

と同定してよいであろう」

なお，筆者らは 30 種あまりの接種i直物体上あるいはl]'ýlt基上の菌叢rj~に形成された分生胞子を約3000

箇休につき測定したが， その大きさの範問は 31~77x2 .4-7.2μ で，最もあたらしい BOl.:nr.TX & 

RE!orS)[A3J の分類基準よりややJよかったっそして寄主あるいは培養基などの種績によってての大きさに

多少のキ11述がみとめられた しカ白し，同氏らの C. parvuJn あるいは C. macrosρorium とははっきり異

なっていた。

筆者らの菌はまた，寄主範問の一部を除いて松浦3Jの報告した菌ともその形態，生n!l的性質，病原慢な

どよく似ている。 松浦町は当時までの文献に来いて C. sco抑的仰と C.ρithecolobii とを異種と前挺し

たため，その菌の種名決定に困難を感じたようである。 しカ h し， BOEll f,TX & RET'l' RMA:li によれば，

C.ρithecolobii は C. scoρ江川um とすべきものであるから，松浦町の閣も C. scoρarium としてよいであ

ろう。

MORGAX山は本菌が枯死したマメの爽上に1関生しているのを発見したが， MASSEY') は木首がパラを

おかし， :ljô枯， j交枯，胴li'j症状などを広国し，温祭におけるパラの栽lfU-.主要な病原菌であると報告し

7たこ{ 以{後炎 MEl刊引Gl川1日1川'1'、A & BOR別問Eう戸伶引)によつてイチジジ、ク iι↓，Wλ IlリIザ7ヅ14> ，こよつてオランダダ、イチコゴ、に， V

によつてセイヨウスモモに， WOIDlλL])15lての他によってセイョウスモモ，モモ，サクラなど，こ，松浦日

によってイネ，ル{ピンのほかゾパ，オオムギに病院('1生のあることが報告された。

林業用樹種に対する病害としても， Cox' がマツ，カラマツの子苗に，AIW.UDA1' , BA'l'rs'l'.A", ]JXCH'" 

などがユーカリ子古に，伊藤および小野5)がカラマツ， トドマヅおよびヒメコマツの子苗に:本菌が被害を

あたえることを報告しているコ筆者らl土木菌がわが国でも黄花ノレーピン，エニシダ，ユーカリなどを自然

発病させ，農業用 11直物，林業用樹種の多数をふくむ 30 種ほどの植物に病原性をもっていることを明らか

にしたが，湿度が高い場合，かなりの被害をおよぼすようである。したがって林業苦焔でも注意すべき病

原菌の一つであろう。特にマメ科[荷物が近くに植えられている苗畑，あるいはマメ科植物と輪作するよう

な首畑では注意が必要と考えられる。

本菌の伝染器官のーっと考えられる分生胞子(土完熟していればきわめてすみや方寸こ発芽するこしかし発
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芽不能におわる分自l包子も少なくないようである ο このことは分生胞子の温度実験， pH 英検，湿度見抜

などでしばしばみとめられた。その原因は明らかにできなかったが，菌糸の接種儲呆にくらべて自然発病

した植物の種耳目，件数がすくないのはこの分生胞子の発年性の不安定なことに関係しているのかもしれな

し、c

本菌はまた土JJI~菌といわれているが，葉花Jレーピンが発病した同じ場所に， 4 年経過してエニシダが発

病したと L、う筆者らの観察はこの性質をうらがきするものといえよう 菌糸が老化するにつれて培養基上ー

に多数の菌後様体が形成されることは前述したが，主としてこれによって越年するのであろう(

9. 摘要

筆者らは 1948 年 fk花ル{ピンの立枯病菌として Cylindrocladium に属する 1 菌を見出したが， 1952 

年および 1954 年，それぞれ立佑病をおニしたLニシ〆およびユーカリから同じような菌を分離したコ病

徴，茜の形態などの比較，交互接種などによつてこれらの 3 菌が向一のものでで、あることをたしカか通めfたこが，

内外の文i献詰拡iを参照して C. s釘coψρar打J山um MOHGλ苫 と同定し7たこ- さら;二こ本菌の生王賂早

法の基1礎謎などのI研叶究を f行子つ7たこカが:その主な結果は>>次ク欠;のようであるこ

1. C. scoρanum の分類上一つの基準になっている分生胞子の大きさは 31~77x 2.4~7.2μで，寒天

培養基上の菌設中に形成されたものは植物体上のものにくらべて幾分ノj、さかった しかし C. 向仰um や

c. macrωρoriu仰の分生胞子とはかなりはっきり区別できる。

2. 菌糸は各留J}\天明義基上で大体良好な発育をしめすが， W.A KS)LA~ 氏8JO; ， 土i'í~煎汁寒天， 2%ブ

ドウ糖寒天などでは発育は不良であったっ菌糸の発育範問は1O~30つ C ， i盛況Lは 25 C 内外であった

pH の菌糸の発育におよぼす影響はペトリ皿による方法ではほとんど差がなく ， pH 3~9 の間でよく発

育した。

3. 分生JJ包子は， i昆l匿な時期，常温の水滴上で 1 時間内外で発芽をはじめる 発芽管ののびかたも比較

的はやく 7 r1W日後で 180μ ， 24 時間後で 1 ， 000μ 以上に達した J しかし分生胞子の発穿性は不安定で，

同一条件でも j来以胞子群によって発芽ー率に著しい差がみとめられることが多かったっ分生胞子の発芽範閲

温度は 15~31' C ，適温は 260 C 内外であったっ発芽におよぽす戸H の影響は筆者らの 3 回のくり返し実

験に関してでは，アルカり側ではほとんど発芽せず，酸性側，弱酸性側でよく発芽した。発芽に対する最

適ρH は 5 付近であったコ発芽におよぼす空気温度の影判iでは， 24 時間後， 98%以上の空気湿度で1O~

50 % (概算)程度発注し， 72 時間後では空気湿度 94 %でもわずかに発芽した

4. 厚手り砕いた官I糸による接種結果では，本菌はマメ科，パラ科，テンニング ι/ 科，ヵャ γ リグサ科お

よびマツ科に属する 30 種内タ干の it古物に病原性を示したー病徴は立佑，芽枯，胴桔症状などで，湿度のた

かし、場合病勢の進展がきわめて急激であったニ

5. 菌糸は 2 斗~1 石式の等量ボルドー液あるいは 1 ~ 1 ーのウスプノレン水溶液の 7 時間i民法でそ
500 4000 

の発育を全くおさえられたハ
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図版説明 Explanation of plates 

Plate 1 

A-B. Yellow lupin attacked by C. scoρ'arium. GIt花ノレーピンの被告状i)~)

C. Stems and pods of yellow lupin attacked by C. sco戸arium.

(本菌におかされた1町巨ルーピンの茎および爽〉

D. Result of inoculation test with C. sco�arillm on yellow lupin: a , control; b , inoculated. 

(本菌の黄花ノレ{ヒ・ンに対する接種結果 a，コントロ{ル: b，接種区)

Plate 2 

A_ Lesions on commo口 broom caused by C. scoρarillm. 

(本菌によるエニシダの病斑〕

B. Initial stage of lesions 0ロ the stems of common broom caus巴d by C. scoρ日刊um.

(エニシダ、の茎上に形成された病妊の初期状態)

C. Late stage of lesions on th巴 stems of common broom caused by C. scoρarium 

(病状のすすんだエニシ〆の菜)

D. Result of inoculation test with C. scoparium on rose. 

(バラに対する接種結果〕

E. Result of inoculatio口 test with C. scouarium 口n ]apanese larch: a , inoculated; b , 

control; d , lesio口.

〔カラマヅに対する接種結果 a，接種: b，コントロ{ノレ d，病以:1)

F. Damping-off of blue gum seedlings caused by C. sco�ariurn. 

(本菌によるユーカリ，グロプラスの立枯病)
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Some Notes on Cylindrocladium scoparium in Japan. 

Takakiyo TEltAf'I1t'l'A and Kazuo I'f� 

(R駸um�) 

I口 the summer of 1948, K. l'!'� observed serious fungus disease of the yellow lupin 

(LuPinus luteus) in a 口ursery bed at Meguro , Toky::> , ]apan, and obtained a pure culture of 

the causal fungus (Plate 1, A , B). In 1952 aロヨ 1954, similar fungi were obtained from 

commoロ broom (CYﾜSltS sco戸arius) and blue gU�l. (EllcalyρtltS globullls) , re5pectively, which 

showed s巴V巴re damping.off symptoms , From the wi"ﾌters' comparative studie5 of these 3 

fungi , they were concluded to be the same anヨ identified as Cylindrocladium sco戸arium

MりHGAN ， Since the first report by MOltGAN'っ the fu口gu5 has been investigated by various 

workers in foreign countries, but no plant pathologi5t has deヨlt with it in ]apan, except 

MA'I';;;UUH.A~) who reported the diseases of yellow lupin and rice plant (Oryza sativa) caus巴d

by Cylindrocladium sp. i 口 1942.

In Tokyo in 1948. the present writers estim江ted about 90 per cent 1055 in youロg yellow 

lupin plants from the disease , and in 1952 nearly half the crop was lost from the same disease 

in a common broom 口ursery bed. In 1954, informョtion was received from Kagoshima Pre. 

fecture , a southern clistrict of ]apa口， that about 40,000 plants of blue gum seedlings were 

severely attackecl by the fungus immediately after the rainy s白son of early summer there. 

In acldition to these facts , the fungus was proved to have a wid巴 host range according to 

the laboratory tests，日nd， therefore , this orga口ism may be a noteworthy plant pathogen in 

Japan uncler certain circumstances. 

Iロ th巴 pr巴sent paper, the writers deal with the results of morph口logical ， physiological and 

pathological stuclies of the fungus. 

Symptoms and sig-ns. 

Damage caused by the disease is observed mostly during the warl11 s巴aso口， from June 

to October. Attack of the fungus extends to every portion of plant body except th巴 root.

Results of observations on the yellow lupin, COl11mon broom and blue gum ca口 be sUl11marizecl 

brieflv as follows ,: 

On the leaf, the incipient lesion is spot.like or circular in shape ancl brow口 iロ color.

With the progress of the disease , the lesion spreョヨ云 irregularly in shョpe and shows a some. 

what water.soaked appear江口ce but is still clear cut from margin. In some caョes the lesion 

ends i ロ a square patch. Finally , fruit bodies of the fungus are abundaロtly formed on the 

surface of the lesion as though it has beヨn powdered. When petiole is attack巴d it becoms 

discolored and wrinkled. 

On the stem the attack is generally observed just abov巴 the ground level , ancl the lesion 

is brown in color and long.elliptic in shape. No small caヨes stem is girdled by the lesio口.

Ah回vily aff己ctecl stem is somewhat depressed and a longitudinal split app巴ars on the lesion. 

When attacked in the early stages, the plant is almost completely d巴ヨtroyed (Plates 1-2) ー

Morphology of the fung-us. 

Fruit bodies of the fungus are producecl in about 1 w巴ek after infection. Conidiophores 

are erect 0ロ the lesion 旦口d generally arranged in groups of about 5~20. Each axis of the 

conidiophore branches dichotomonously 2~3 times usually , and terminat白 in phialidぉ that
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are in pairs and slightly curved. Phialides are 8~10 x2~4μ ， and each be旦rs a single conidium. 

Conidia are cylindrical with round ends, hyaline , usually 1.septate, rarely 2・septate ， and 

31 ~77 x 2.5~7.5μ(Table 1 and Text.fig. 1). 

Parasitology of the fungus. 

1 n order to ascerta in th邑 host range of the fungus , inoculation tests were carried out 

utilizing the following method.: 

Test plants grown in a greenhouse were atomized with a suspension of smashed mycelia 

of the causal fungus and for control , distilled water was sprayed instead of the fungus sus. 

pension. The plants were then covered with a bell.jar for 24~48 hours. Those plants that 

produced the lesion and the fruit body were. regarded as susceptible without reisolation test. 

At first 3 strains, obtained from yellow lupin, common broom and blue gum were tested 

on these plants and proved to be pathogenic mutually (Table 2). 

Among tested plants, 28 species or varieties in 5 families were susceptible. They are 

Glycine Max , Dolichos Lablab , PiSl仰 sativum var. arvense , Trifolium 何ρ'ens ， Robinia �seudoｭ

accacia, Accacia Mollissima , Albizzia Julibrissin , Les声edeza bicolor var. japonica aロd L. cericea 

in Legull1inosae; Rosa multiflora, Fragaria chiloensis var. ananassa and Fragaria Iinumae 

in l~osaceae ;Cyperus amuriclts and Fi附bristylis aestivalis in Cyperaceae; Elιalyptus citriodora, 

E. coccifera, E_ coreaceae, E. gigantea , E. gunni ， 五 . longifolia, E. obliqua, E. resinifera, 

E. rcbusta, E. regnans , E. saligna, E. tereticornis and E. viminalis in Myrtaceae; and Larix 

leptolePis in Pinaceae, But, Digitaria ciliaris and Eleucine indica in Gramineae were not 

susceptible, and Oryza sativa in the sall1e genus was doubtful though MA'J'SUUHA') reported 

that some species in Gramineae were infected by the fungus (Table 10). 

Physiolog'Y of the fungus. 

1. Cultural characters. 

Pure culture of the fungus is easily obtained by mono-spore isolation or as巴ptic transfer 

of diseased tissues of the host. The fungus produces a fluffy , cotto口y colony 0ロ various

culture ll1edia such as Saito's soy- , mult extract- , potato-sucrose, common brooll1 decoctionｭ

and HOPI王Iè\S.agar.

Colony is velvety and cr巴am colored on Bouillon-and CUJ: nIE'只 solution-ag且r. ln the 

above mentioned media , co口idia are form巴d on a mature colony but they seem to be smaller 

than those on plant hosts. 

On WAKS}IAN- , soil d巴coction- and 2 per ce口t glucose-agar, the fungus produces poor. 

sparse mycelia and not any cO:1idia (Table 3). Hyphae are septate, branched , 2~10μin 

diameter and hyaline in the young stage and become light brown in the late (Text-fig. 2). 

ln a ll1atur巴 colony 0ロ favorable media, ch巴stnut colored sclerotial bodies are formed 

abundantly (Text-fig. 3). A certョin soluble pigll1ent is produced and ill1mersed into media. 

Sometimes concentrical zones or sectors are formed in media. 

2. Effect of temperatures on the mycelial growth. 

ln order to determine the temperature relation of the fungus , the mycelial bits were 

incubated on potato-sucros巴 agar for 7 days in PE'l'I:.r dishes at various t巴mperatures (Table 4). 

From these results, the fungus seems to grow at the temperatures ranging from 10 to 30' C 

with an optimum at 250 C . 

3. Effect of hydrogen-ion concentrations on the mycelial growth. 

Effect of hydrogen-ion concentrations 0ロ the mycelia growth wぉ deterll1 ined by taking 

average diameters of coloni巴s after 7 days' incubation on potato-sucrose-agar regulated at 
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various plI values (Table 5). The range of 1りH values was obtained by dropping of 1N 

solution of HCl or NaOH after sterilization. It seems evident from Table 5 that there are 

no remarkable differences in growth at each hydrogen-ion concentration ranging from pH 

4~9. 

4. Germination ability of conidia. 

Mature conidia begin their germinatioロ in 1~2 hours when they are laid on distilled 

water 江t room temperature , in the warm season. But germination rates of conidia, collected 

at random , were not uniform even under the same experimental condition. Development in 

germ.tube length of single conidium observed in proportion to incubation period is shown 

in Table 6. 

5. Effect of temperatures on the germination of coロidia.

Conidia in droplets of distilled water were incubated for 24 hours at various temper油lres.

They germinated at the temperatures ranging from 10~15 to 31~36' C with an optimum at 

about 260 C (Tabl巴 7). 

6. Effect of hydrogen-ion concentrations on the germination of co口idia.

Conidia were incubated for 24 hours at 25~ C in distilled water droplets, their 戸'H values 

having been arrang巴d by Mc ILYA!XE'S method for pH 2.2~7.0 and a mixture of 0_05 M 

borax and (0.2 M boric acid+0.05M KaCl) for pH 8~9. Details of the test are given in 

Table 8. 

From thes巴 data it may be s江id that co口idi江 of the funguδgenni四t巴 at the hydrogen.ion 

concentrations ranging from pH 2.2 to 7.0 with an optimum at about ρH 5.0. 

7. Effect of relative humidities on the germination of conidia on glass-slides. 

Fresh conidia were placed into 4 moist chamberδregulated at relative humidities of 94 , 

96 , 98 a口d 100 per ce口t ， respectively , at 25つ C Relative humidity was controlled by using 

sulphuric acid of various concentrations. About 1O~50 p邑r ceロt germination occurred in 

the 100 per cent chamber and about 1 ~10 in the 98 per cent after 24 hours. After 72 hours 

germination took place eve口 in the 96 and 94 per cent chambers (Table 9). 

8. Effect of fungicides on the mycelial growth of the fungus. 

Effect of Bordeaux mixture and Uspulun solutio口 0ロ the mycel ial growth was tested by 

the following method. 

Mycelial colony 0口 potato-sucrose'agar was cut into smal I pieces (ca. 4 mm') as inocula. 

These inoじula were soaked in various co口C巴ntrations � the fungicides for 7 hours. Then they 

were inoculated to potat�.sucrose.agar and measured for growth after 7 days' incubation at 

25 ヲ c (、 Table 11). 

All of Bordeaux mixture concentrations a口d Uspulun solutions ra口ging from 1-1-10 to 

1ー1-50 a口d from 1/500 to 1/4000, respectively , inhibited mycelial growth of the fungus 

completly. 
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